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　　（今回の速報は"○"の機関の観測データを使用して作成しました）

平成21年8月18日観測結果

　内湾の中央部は酸素量が 0.5ml/L 以下とほぼ無酸素状態でした（図１）。また，この水塊は海底

から 5ｍ ほどの厚みを持って分布していました（図２）。湾奥などでも，ほぼ無酸素な水塊が分布し

ている可能性も考えられます。この場合，今後北寄りの季節風が主体になってくると，湾奥で青潮

が発生する可能性が出てきますので注意が必要となってきます。

平成21年8月21日
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　図２　図１の赤線ラインでのDO鉛直分布

図１　底層の溶存酸素量分布

10

8

[ml/l]

0.5

0.5

1

1

1

2

2

2

3

4

4

5

5

10

8

6

4

2

0

単位：ml/L

10

5

0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

0.5 1

1

1

2
3

3

45
6

7 88

←北　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南→

データなし


